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原子核内の中性子の有効相互作用としての対相関を研究するために (p， t) 反応の実験を行なった。
対相関力が大きく寄与した原子核の状態は (p， t) 反応によって強く励起されることが期待される。こ
の研究では移行軌動角運動量 L が L=O と L=2 の強い選移の観測に焦点を合わせた。
実験は，入射エネルギーが約52MeV の陽子ビームで行ない，放出された三重陽子の微分断面積の角
度分布を測定した。標的核としては，中性子数が N=82 という魔法数周辺の La， Ce, Pr, Nd の 11 種
類の同位体を選んだ。 (p， t) 反応による研究を補足するために 52MeV の陽子の Ce による弾性・非弾
性散乱の測定も行なった。
実験の結果， L=O および L=2 の強い (p， t) 遷移が全ての標的核に対じて見い出された。この実
験事実から，四重極タイプの対相関も原子核構造を決定するうえで大きな役割を果していることが認
識された口
L= 0 (p, t)遷移の強度と励起準位の励起エネルギーは，対振動模型・ BCS状態・遷移領域核という
原子核模型と関連して検討された。
特にl4OCe， 142Nd, 14 Nd，凶Nd では励起準位に対して，対振動状態の存在を確認出来た。しかし，
これらの一連の対振動状態では非調和効果が観測された。その原因についての考察を行ない (p， t) 遷
移での二段階過程の効果と，結合エネルギーでの対称エネルギー項の変化とを補正することによって
非調和効果の説明を行なった。
N 豆84の原子核の励起準位では L=0 (p, t) 遷移は強い一本の遷移としては観測されなかった。こ
の質量数領域の原子核では対振動から BCS状態への相転移が生じていると考えられる。
唱EA円t
強い L= 2 (p, t) 遷移は全ての原子核の励起準位に対して見い出された。 138Ce と川Nd では第一励
起準位 (2+)が，その他の Ce と Nd の偶質、量数核 (N 孟82) では3.5 MeV 附近の準位が強く励起され
た。これらの一連の 2+ 準位は近似的に同一の構造を有する状態とみなされた。さらに川Ce と ωNd
と 146Nd においては 4.5 MeV附近の準位が L= 2 (p, t) 遷移で強く励起された。これらの実験結果は，
Q.Q 相互作用を無視して単純化された四重極対振動模型と比較されている。 Ce による陽子の非弾
性散乱実験の結果， 140Ce の 3.74 MeV2+ 準位は強い励起を受けなかった。この事実は L= 2 (p, t) 遷
移で強く励起される 2+ 準位は主として 2 空孔配位から成ることを支持している。
論文の審査結果の要旨
(p, t) 反応は，原子核に入射された陽子が，原子核内から 2 個の中性子をとり出して核外にとび出
して，核外にとび出す現象であるから，核内での中性子の状態，特に 2 個の中性子の対相関を研究す
るのに適した反応である，従って (p ， t) 反応においては対相関が大きくきくような準位が強く励起さ
れるものと考えられ いくつかの原子核については 既に実験が行われていたO




DWBA または CCBA解析を行ない，また 2 段階過程も考慮した。








以上，佐藤君の論文は魔法数 N =82 近傍の多くの核についての (p， t) 反応の研究から，これらの原
子核構造の一部の特性を明らかにしたもので理学博士の学位論文として，十分価値あるものと認める。
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